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１．目的 

人工林が優占する景観において、植生、微生物、土壌動物、ハナバチ類、果実食鳥類の５種類の生

物群を対象とし、それらの空間分布と空間移動パターンを明らかにするとともに、伐採、更新など

の施業にともなう影響を評価する。これらの結果に基づき、林業地帯において保全すべき広葉樹林

の適正な面積・場所・連結性の指針を提示する。 

２．全期間における研究成果の概要 

森林に生息する多様な生物群（土壌動物、菌類、ハナバチ類、鳥類、植生）のうち、ハナバ

チ類や鳥類の多様性の保全、および広葉樹林の持続的な更新のためには、100ha 単位での広

葉樹林の保全が必要と考えられた。その一方で、ハナバチ類、菌類、土壌動物の多様性の保

全のためには、小班スケールの広葉樹林内に多様な立地環境（尾根、沢等）や多様な樹木種

が存在することが必要であることも示唆された。このように林業地域で生物多様性を保全し、

生態系としての機能を維持するためには、巨視的および微視的の両方の観点から広葉樹林の

配置を計画する必要があると考えられた。また、人工林自体も、伐期の長期化による林内環

境の不均質性の促進、帯状伐採や小面積皆伐による異齢林化、皆伐時に立木を残すことによ

る構造の複雑化、などの施業によって生物多様性を高められる可能性のあることが示された。

これらの結果を総合し、巨視的な観点からは、面積＝100ha を多様性管理のための単位とし

て提案した。 
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５．評価結果の概要 

本課題は、５つの主な生物群それぞれの多様性と広葉樹林分の面積・配置との関係について

先進的な成果を確保した。それらの成果を総合することで示された景観構造の面積基準

（100ha）は、同一地域における複数の生物群に関する科学的な知見を重層的に判断して得ら

れたものであり、森林環境における生物多様性に配慮した景観設計を実現する上で画期的な

成果といえる。日本においてこのような面積基準が示されたのは初めてであり、生物多様性

に配慮した森林管理の手法を大いに進展させると期待できる。国内外の学術誌、学会等で発

表された成果も多数であり、その点でも本課題の研究が高いレベルであったと評価される。

今後は、各生物群の多様性保全を可能にする科学的根拠の蓄積をさらに進め、本課題が示し

た面積基準の妥当性をより強固に検証する研究が期待される。 
 

６．評価において指摘された事項への対応 

科学的根拠の蓄積をさらに進め、面積基準の妥当性をより強固に検証する研究については、

新たなプロジェクトを立案し、競争的資金に応募していくこととする。 

 


